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係
る
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
、
今
般
県
が

緊
急
対
応
策
と
し
て
創
設
し
た
、
商
工
会

等
の
経
営
相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た

め
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
し
っ
か
り
と

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
連
の
中
期
計

画
「
広
島
県
商
工
会
連
合
会
プ
ラ
ン

２
０
２
０
」
を
策
定
す
る
こ
と
及
び
そ
れ

に
基
づ
い
て
今
後
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

行
く
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今

後
５
年
間
に
お
い
て
、
重
点
化
を
図
る
事

業
領
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
６
つ
の
重

点
事
業
と
４
つ
の
体
制
構
築
策
を
纏
め
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
効
性
の

高
い
取
り
組
み
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
年
度
が

商
工
会
法
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
に
当
た
る
た
め
、
10
月
に
、「
『
原
点
・

挑
戦
・
夢
・
実
現
』　

〜
さ
あ
、
も
う
一

歩
前
へ
！
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
〜
」
を

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
、
千
人
規
模
の

記
念
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
述
べ
ま
し

た
。そ

の
後
、
広
島
安
佐
商
工
会
の
蓼
正
成

会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行
さ

れ
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号

議
案
の
す
べ
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第 

１
号
議
案　

令
和
元
年
度 

収
支
補
正

予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第 

２
号
議
案　

令
和
２
年
度 

事
業
計
画

書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承

認
の
件

挨拶をする熊高会長

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
令
和
２
年
３

月
24
日
㈫
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
中
町
）
に
て
、

『
令
和
元
年
度
臨
時
総
会
』
を
開
催
し
、

本
人
出
席
34
名
の
商
工
会
長
及
び
県
女
性

連
会
長
が
出
席
し
、
令
和
２
年
度
の
事
業

計
画
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

熊
高
一
雄
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
、

感
染
拡
大
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
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第 

３
号
議
案　

令
和
２
年
度 

県
連
合
会

会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第 

４
号
議
案　

令
和
２
年
度 

電
子
計
算

機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び

徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第 
５
号
議
案　

令
和
２
年
度 

借
入
金
最

高
限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の

件
第 

６
号
議
案　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
定

款
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

第 

７
号
議
案　

一
元
化
後
の
商
工
会
事
務

局
長
の
任
用
及
び
給
与
等
に
関
す
る
基

準
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

令和２年度の事業計画や予算などについて審議を行いました
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広島県商工会連合会プラン2020概要版

地域が縮小傾向に陥り不安定さが増す中で、商工会ならではの
事業者支援・地域経済振興への期待は高まっている

    広島県商工会連合会  プラン2020の基本方針

中小・小規模事業者の経営力を強化し、
地域経済の持続的発展を目指す

商工会組織の課題 地域の強靭化の課題
会員数の減少・廃業による脱退
→�会員数の減少は、自主財源だけでなく各種補助金の減
少にも直結する。これにより活動財源の枯渇が危惧さ
れる。
相談内容の多様化・複雑化
→�これまでの画一的な相談内容ではなく、経営に踏み込
んだ相談内容が増加している。
業務量の増大・職員数の減少
→�業務量は増加の一途を辿っているが、職員数は減少傾
向にあり、業務負荷が高まっている。

災害の多発
→�近年続く災害の多発によって、事業の継続を諦める事
業者が相次いでいる。
地域再生への期待
→�都市部との比較において地域経済は衰退の一途を辿っ
ている。
生活基盤の衰退
→�人口減少・地域経済の衰退等は相互に関連しており、
結果として生活関連サービスの衰退を招いている。

社会環境の変化
人口減少社会の進展
→�人口減少に伴う働き手の不足、事業の担い手の不足が
深刻化している。
新たな潮流
→ �IoT、AI 等の進展、外国人観光客の増加、移住希望者
の増加等の機会が確認できる。

経営者の高齢化
→�世代交代をしなければ、そのまま廃業になる恐れがあ
る。

規模の小さな事業者の減少
→�商工会会員の大半を占める小規模事業者の減少が顕著
である。
→�小規模振興基本計画も見直しが行われ、国の方針では
事業者支援だけではなく地域自体の持続も視野に入れ
ている。
消費税率引き上げ・働き方改革
→�制度・政策への対応の必要性も高まっている。
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６つの重点事業
１．伴走型支援による経営力強化
全商工会の経営発達支援計画の認定をすすめるとともに、認定された経営発達支援計画に基づく伴走型小規模事業者支援
推進事業の活用を推進する。また、専門的経営課題へ対応するため、各種施策や専門家の派遣制度等の活用を促進し、小
規模事業者のみならず中小企業者の売上・利益の拡大を通じた経営力強化を支援する。

２．事業者と商工会が一体となって取り組む販路開拓の支援
事業者の新たな販路開拓・取引先拡大のため、商談会や展示会等の開催及び出展支援を行うことにより、事業者の売上・
利益の拡大を通じた経営力強化を支援する。また、ひろしま夢ぷらざの活用等による地域資源を活用した新商品開発、販
路開拓を推進し、地方に資金を呼び込み・循環するビジネスの創出を支援するとともに、ひろしま夢ぷらざに求められる
機能等を見直し、今後も持続可能な店舗体制を構築する。

３．事業承継・第二創業・創業の推進
基幹システムを活用し、事業者情報の収集・データ化による現状把握及び分析を行う。把握・分析したデータに基づき対
象者を絞り込み重点的に事業承継に向けた支援を行う。また、青年部員等の事業後継者が承継したいと思える「儲かる企業」
を育てるため、各種施策を活用した生産性の向上、他機関との連携による経営計画策定支援や第二創業の推進に取り組む。
あわせて、商工会が行政と連携した創業セミナー等を開催する際の支援を行う。

４．リスクマネジメント支援、災害への対応
多発する自然災害への備えとして、中小・小規模事業者の事業継続力の強化を図るために、事業継続力強化計画の策定の支援を行うと
ともに、リスクチェックシートの活用等により、小規模事業者等の事業や経営者等を取り巻くリスクを総合的にチェックし、必要な対
策を講じていくための支援を行うほか、セミナーや個別相談会等を通じて、リスク対策としての共済・保険の普及・推進を図る。また、
商工会による事業継続力強化支援計画の策定及び遂行支援を行うことにより、発災時における県連・商工会の支援体制を構築する。

５．経営に係る政策課題への対応支援
長時間労働の是正、同一労働・同一賃金等の働き方改革やインボイス制度の導入、社会保険の適用拡大等、経営に係る政
策課題への対応について、中小・小規模事業者が活用できる各種支援策やＩＴの活用方法の普及を図る。また、あらゆる
要素がデジタル化されていく Society5.0 の進展に伴う、各種行政手続き等の電子化への対応を支援する。

６．商工会組織力の強化
「広島県商工会連合会プラン 2020」を着実に実施し、商工会ならではの経営支援を徹底することで、商工会組織に対する
信頼を広く獲得する。このことにより、新規会員獲得のきっかけづくりや脱会の抑止による組織率の向上を図り、商工会
の組織力・提言力を維持する。また、商工会の経営支援や組織運営上の課題の把握を行い、全国連等への提言などによる
適切な組織運営につなげる取り組みを行う。

４つの体制構築策
１．チーム支援による支援機能の強化
経営発達支援事業への取組みや伴走型支援の効率的・効果的な実施体制を目指し、職員全員で取り組むチーム支援体制の
構築を行う。そのため、職員の意識改革を促すとともに、各職制における支援スキルの向上、モデル体制の構築を行う。

２．人材育成・人事制度の進化、体制強化
会員満足度及び職員のやる気（職員満足度）の向上を図るため、仕事を通して成長できる職場・プライドを持てる職場の
創出に取り組む。そのため、計画的に資質向上するキャリア別研修の実施を進めるとともに、環境変化に応じた新たな人
員制度・体制について検討を進める。

３．行政・他機関との連携を通じた課題解決
行政等と一体となって、経営発達支援計画、事業継続力強化支援計画等の推進を行う。また、行政や関係機関と相互に協
力し、それぞれの強みを統合させて各種事業の推進及び地域の課題解決に取り組む。さらに、県連会館の老朽化への対応
のため、移転に向けた関係機関との調整を行う。

４．PDCAサイクルの実施と事業のスクラップ＆ビルド
商工会が取り組む事業の成果を最大限に発揮するため、事業のスクラップ＆ビルドに向けた受託事業等評価実施要領の運
用支援を行う。
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広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
３
月

６
日
㈮
、
ま
な
び
の
館
ロ
ー
ズ
コ
ム
（
福

山
市
霞
町
）
に
て
、『
令
和
元
年
度 

第
４

回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
』
及
び
『
令
和

元
年
度 

臨
時
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
規

模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
、
参
加
は
青
年
部

長
（
代
理
人
）、
県
青
連
役
員
、
研
修
会

発
表
者
の
み
に
限
定
し
て
実
施
。
全
員
が

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
を

徹
底
し
て
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
開
催
さ
れ
た
研

修
会
は
、「
地
域
振
興
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
事
例
発
表
」
と
「
地
域
再
生
型
提

案
公
募
事
業
事
例
発
表
」、「
県
青
連
か
ら

の
報
告
事
項
」
の
３
部
構
成
で
実
施
。
規

模
を
縮
小
し
た
た
め
に
参
加
出
来
な
く

な
っ
た
部
員
に
も
配
慮
し
、
研
修
会
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し

た
。
広
島
県
青
連
で
は
初
め
て
の
試
み
と

な
り
ま
す
。

第
１
部
で
は
、
広
島
安
佐
商
工
会
青
年

部
の
高
田
龍
三
さ
ん
、
広
島
安
佐
商
工
会

青
年
部
の
児
玉
秀
明
さ
ん
、
三
原
臨
空
商

工
会
青
年
部
の
植
原
健
司
さ
ん
、
大
崎
上

島
町
商
工
会
青
年
部
の
元
樋
泰
次
郎
さ

ん
、
東
城
町
商
工
会
青
年
部
の
山
本
利
雄

さ
ん
、
福
山
あ
し
な
商
工
会
青
年
部
の
田

坂
壽
臣
さ
ん
の
６
名
が
登
場
し
、
青
年
部

が
主
導
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

発
表
者
は
地
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込
む
コ

ツ
や
成
功
の
秘
訣
、
工
夫
し
た
ポ
イ
ン
ト

『
令
和
元
年
度 

第
４
回

　
商
工
会
青
年
部
研
修
会
』及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
規
模
を

縮
小
し
て
開
催
。４
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

賛
成
多
数
で
可
決
承
認

『
広
島
県
商
工
会

   
青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
』開
催 県青連

な
ど
を
説
明
し
、
今
後
の
青
年
部
活
動
に

活
か
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
ま
し
た
。

第
２
部
の
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事
業

事
例
の
発
表
で
は
、
３
商
工
会
青
年
部
が

今
年
度
取
り
組
ん
だ
事
業
の
発
表
を
行
い

ま
し
た
。呉
広
域
商
工
会
青
年
部
は
、「
青

年
部
員
の
事
業
を
可
視
化
し
地
域
へ
情
報

発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
説
明
。

青
年
部
員
が
青
年
部
員
事
業
所
を
取
材

し
、
仕
事
内
容
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
そ

の
魅
力
を
伝
え
る
冊
子
を
作
成
し
ま
し

た
。
冊
子
で
は
、
青
年
部
員
同
士
の
コ
ラ

ボ
商
品
や
リ
ア
ル
ボ
イ
ス
な
ど
も
掲
載
。

緊
急
時
に
業
務
を
依
頼
で
き
る
便
利
帳
と

し
て
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
部
員
同
士
の

交
流
を
深
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
一
役

か
っ
て
い
ま
す
。

大
野
町
商
工
会
で
は
水
難
防
止
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
地
域
が
抱
え
る
水
難
・
水
害
リ

ス
ク
に
備
え
る
こ
と
、
地
域
住
民
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
資
源
の
再
発
掘
を
行
う
こ

と
が
テ
ー
マ
。水
難
・
水
害
事
故
防
止
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
で
の
浮

力
体
験
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

黒
瀬
商
工
会
は
、
高
齢
者
が
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
動
画
を

制
作
。
い
き
い
き
百
歳
体
操
と
は
、
平
成

14
年
に
高
知
市
が
介
護
予
防
事
業
と
し
て

開
発
し
た
、
重
り
を
使
っ
た
筋
力
向
上
の

た
め
の
体
操
で
す
。
そ
の
効
果
が
話
題
を

呼
び
、全
国
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

同
商
工
会
青
年
部
で
は
、
東
広
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
や
黒
瀬
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
19
の
企
業
を
巻
き
込
ん
で
事
業
を

展
開
。
完
成
し
た
体
操
は
令
和
２
年
１
月

か
ら
町
内
の
施
設
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
表
を
行
っ
た
３
青
年
部
は
地
域
の

課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
課
題
解
決
に

向
け
た
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
発
表
し
ま

し
た
。

研
修
後
に
行
わ
れ
た
「
令
和
元
年
度
広

島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
」

は
、
出
席
者
28
名
、
委
任
状
６
名
、
計
34

名
出
席
の
も
と
、
令
和
元
年
度
収
支
補
正

予
算
書
（
案
）
や
令
和
２
年
度
事
業
計
画

書
（
案
）
な
ど
、
４
つ
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。
松
山
会
長
の
指
名
に
よ

り
、
安
芸
津
町
商
工
会
の
美
野
部
長
を
議

長
に
選
出
。
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案

通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

第 

１
号
議
案
―
令
和
元
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

３
月
４
日
㈬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
た
第
３
回

研
修
会
及
び
表
彰
伝
達
を
中
止
し
、
全
員

の
マ
ス
ク
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
、
換

気
の
徹
底
な
ど
の
感
染
予
防
を
行
い
、
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
『
令

和
元
年
度 

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合

会 

臨
時
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
出
席
者
19
人
、
委
任
状

15
人
、
計
34
人
出
席
の
も
と
、
安
芸
津
町

商
工
会
女
性
部
の
高
下
部
長
を
議
長
に
選

出
し
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
書
（
案
）、

令
和
２
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
及
び
収

支
予
算
書
（
案
）
な
ど
３
つ
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
以
下
の
通
り

第 

１
号
議
案
―
令
和
元
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

臨時総会の開催にあたって挨拶をする松山会長

全員がマスクを着用し万全の体制で行われた研修会の様子

『
令
和
元
年
度 

臨
時
総
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

３
つ
の
議
案
を
審
議
し
、全
て
原
案
通
り

承
認
・
可
決
。「
組
織
の
強
化
・
拡
充
」を

最
重
要
課
題
と
し
、今
後
、新
規
部
員
の

加
入
促
進
に
取
り
組
む
。

県女性連

第 

２
号
議
案
―
令
和
２
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第 

３
号
議
案
―
令
和
２
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

第 

４
号
議
案
―
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
運
営
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）
承

認
の
件

第
２
号
議
案
の
令
和
２
年
度
事
業
計
画

書
（
案
）
で
運
営
規
約
の
一
部
変
更
が
伝

え
ら
れ
、
第
４
号
議
案
で
研
修
委
員
会
の

名
称
が
資
質
向
上
委
員
会
に
変
更
と
な
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



－   －

SHOKO 広島県商工連会報　令和2年3月31日　VOL.387

9

こ
の
事
業
は
、
引
き
続
き
実
施
し
て
行

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
は
出
来
る
だ

け
多
く
の
事
業
者
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

新
た
な
需
要
開
拓
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

第 

２
号
議
案
―
令
和
２
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第 
３
号
議
案
―
令
和
２
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

第
２
号
議
案
の
令
和
２
年
度
事
業
計
画

書
（
案
）
の
説
明
で
は
、
今
後
、「
組
織

の
強
化
・
拡
充
」
を
最
重
要
課
題
と
し
て

新
規
部
員
の
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
、
ま
た
今
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
「
お
も
て
な
し
交
流
推
進
事
業
」
に
つ

い
て
継
続
実
施
し
、
女
性
部
員
の
お
も
て

臨時総会の様子予防対策として、消毒液の設置、マスクの着用、
席の間隔を広げるなどの対策を講じました。

令
和
元
年
10
月
23
日
（
１
回
目
）、
11

月
１
日
（
２
回
目
）
の
２
日
間
で
11
事
業

者
19
商
品
に
つ
い
て
、
一
般
消
費
者
を
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
に
よ
る
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
今
回
初
の
試
み
で
、
平

成
30
年
度
に
計
画
し
た
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ

ら
ざ
の
事
業
の
見
直
し
の
７
つ
の
項
目
の

中
の
一
つ
で
あ
る
「
出
展
商
品
や
出
展
事

業
者
の
販
売
力
の
強
化
」
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
店

頭
を
利
用
し
事
業
者
等
に
よ
る
対
面
方
式

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス

は
有
り
ま
し
た
が
、
対
面
方
式
で
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
記
入
す
る
消
費
者
も
遠
慮
が

ち
と
な
り
、
シ
ビ
ア
な
評
価
を
得
ら
れ
難

い
こ
と
や
、
複
数
の
商
品
に
つ
い
て
調
査

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
等
か
ら
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
は
広
島
市
内
在
住
の
30
歳
代

〜
60
歳
代
の
一
般
消
費
者
を
中
心
に
延
べ

26
名
と
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
嘱
託
専
門

指
導
員
の
合
わ
せ
て
延
べ
34
名
。

実
施
方
法
は
、
各
事
業
者
よ
り
サ
ン
プ

テ
ス
ト

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

テ
ス
ト

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

ル
商
品
と
商
品
情
報
を
事
前
に
提
供
し
て

も
ら
い
、
１
回
目
は
常
温
で
取
り
扱
え
る

商
品
９
品
、
２
回
目
は
冷
蔵
、
冷
凍
を
伴

う
商
品
を
中
心
に
10
品
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
商
品
説
明
等
を
加
え
な
が

ら
、
味
や
香
り
等
の
食
べ
た
感
想
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
商
品
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
、
販
売
価
格
等
商
品
を
見
た
感
想
等
、

９
項
目
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
多
く
が
主
婦
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
消
費
者
目
線
で

内
容
量
と
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
や
利
用
す
る

シ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
感
想
や
商
品
名

か
ら
原
材
料
や
味
等
が
連
想
で
き
る
か

等
、
事
業
者
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
意
見

の
他
、「
○
○
だ
っ
た
ら
買
い
た
い
」
等

の
シ
ビ
ア
な
コ
メ
ン
ト
等
、
多
く
の
意
見

を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
は
今
後
の
商
品
改
良
に

活
か
し
て
も
ら
う
た
め
、
事
業
者
毎
の
レ

ポ
ー
ト
に
纏
め
、
事
業
者
及
び
そ
の
事
業

者
が
加
入
し
て
い
る
商
工
会
等
に
送
付
し

ま
し
た
。

今
回
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
利
用

さ
れ
た
事
業
者
か
ら
は
、「
参
考
に
な
っ

た
」
或
い
は
「
迷
っ
て
い
た
課
題
が
解
決

で
き
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。テストマーケティングの様子

昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
り
東
日
本

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

福
島
県
に
お
い
て
は
、東
日
本
大
震
災
、

原
発
事
故
か
ら
の
復
興
も
道
半
ば
の
な
か
、

今
回
の
台
風
に
よ
り
、
阿
武
隈
川
流
域
を

中
心
に
、
堤
防
の
決
壊
等
に
よ
っ
て
、
約

２
，７
０
０
事
業
者
、
９
３
０
億
円
の
被
害

（
令
和
元
年
12
月
時
点
）
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
災
害
に
対
す
る
全
国
連
か

ら
の
応
援
依
頼
に
対
し
、
福
島
県
内
５
市

町
６
商
工
会
に
、
県
内
６
商
工
会
８
名
が

令
和
２
年
１
〜
２
月
に
か
け
、
の
べ
57
日

間
の
応
援
派
遣
を
行
い
、
被
災
地
型
持
続

化
補
助
金
や
グ
ル
ー
プ
補
助
金
等
の
申
請

等
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
商
工
会
で
は
、
事
業
者
か
ら
の
電

話
、窓
口
で
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
等
に
、

職
員
が
息
つ
く
暇
も
な
く
対
応
す
る
姿

に
、
平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
災
害
時
に
５

県
連
11
名
の
応
援
を
受
け
た
御
恩
に
報
い

る
べ
く
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
の

想
い
で
従
事
し
ま
し
た
。
今
回
の
応
援
派

遣
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
福
島
を
は

じ
め
と
す
る
全
国
の
被
災
事
業
者
の
、
一

日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
祈
念
し
ま
す
。 県 　 連

台
風
19
号
に
よ
る

被
災
商
工
会
へ
の

応
援
派
遣
に
つ
い
て

台
風
19
号
に
よ
る

被
災
商
工
会
へ
の

応
援
派
遣
に
つ
い
て

台
風
19
号
に
よ
る

被
災
商
工
会
へ
の

応
援
派
遣
に
つ
い
て

令
和
元
年
10
月

な
し
の
心
を
醸
成
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

「
魅
力
あ
る
女
性
部
」
を
目
指
し
、
各
種

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
掲
げ
ま
し
た
。

３
つ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
出
席
者
全

員
の
承
認
を
得
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
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込
む
伝
え
方
で
大
切
な
の
は
リ
ズ
ム
と
テ

ン
ポ
」
と
話
し
、
上
手
な
リ
ズ
ム
と
テ
ン

ポ
の
作
り
方
も
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

第
２
部
は
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

野
村
功
次
郎
氏
が
「
現
場
体
験
か
ら
語

る
・
本
当
に
使
え
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
！
〜
従

業
員
・
家
族
を
災
害
か
ら
守
る
事
前
対
策

〜
」
と
題
し
て
講
演
。
野
村
氏
は
、
日
本

テ
レ
ビ
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
に
先

生
と
し
て
登
場
し
た
経
験
を
持
ち
、
同
じ

く
日
本
テ
レ
ビ
「
突
破
フ
ァ
イ
ル
」
の
再

現
ド
ラ
マ
（
消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
）
の
監
修

を
行
う
な
ど
、幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

23
年
間
、
消
防
士
と
し
て
勤
め
た
経
験
を

元
に
、
防
災
の
心
構
え
、
防
災
に
役
立
つ

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
披
露
し
ま
し
た
。

２
月
10
日
㈪
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

は
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
（
中
区
基
町
）に
て
、

「
令
和
元
年
度 

広
域
講
習
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
経
営
課
題

の
解
決
を
図
り
、
持
続
可
能
な
経
営
に
取

り
組
む
小
規
模
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
も
の
で
、
会
員
事
業
所
や
商
工
会
職
員

な
ど
28
名
が
参
加
。２
名
の
講
師
を
迎
え
、

２
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
は
㈱
ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締
役
の
松
本
賢
一
氏
が

講
師
と
し
て
登
場
。『
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

を
売
る
な
！ 

「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
売
れ
! !

〜
あ
な
た
の
サ
ー
ビ
ス
・
商
品
が
変
わ

る
！
〜
』と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

松
本
氏
は
、
食
パ
ン
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
立
ち
上
げ
、
当
時
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が

重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
戦
略

で
、
リ
ピ
ー
ト
率
80
％
を
記
録
し
た
実
力

の
持
ち
主
。
実
践
を
通
じ
で
得
た
知
識
を

『
令
和
元
年
度

　
　

 

広
域
講
習
会
』開
催

『
令
和
元
年
度

　
　

 
広
域
講
習
会
』開
催

人
気
講
師
２
名
が
登
場
。

商
品
の
魅
力
を
顧
客
に
伝
え
る
方
法
と

防
災
に
つ
い
て
考
え
る

県 連

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
ス
タ
イ
ル
は
、

〝
生
き
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
手
法
〞
と

し
て
定
評
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ア
マ
チ
ュ

ア
落
語
家
と
し
て
活
動
す
る
な
ど
、
マ
ル

チ
に
活
躍
す
る
人
物
で
す
。

松
本
氏
は
「
表
現
の
仕
方
を
変
え
る
だ

け
で
相
手
へ
の
届
き
方
が
変
わ
る
」
と
話

し
、
盛
り
付
け
を
か
え
た
だ
け
で
売
り
上

げ
が
５
倍
に
な
っ
た
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ

や
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
変
え
て
生
徒
を
獲

得
し
た
音
楽
教
室
な
ど
の
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
そ
の
真
意
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
し
た
。
続
け
て
、
届
く
言
葉
の
作
り
方

や
心
を
動
か
す
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
楽
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

松
本
氏
の
軽
快
な
ト
ー
ク
に
加
え
、
参

加
者
が
２
人
１
組
に
な
っ
て
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
動
画
の
使
用
な
ど
、
体

験
型
・
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
に
、
参
加
者

た
ち
は
、
心
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
商
品
の

魅
力
を
顧
客
に
伝
え
る
方
法
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。
最
後
に
松
本
氏
は
「
人
を
引
き

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
２
月
26
日

㈬
に
広
島
県
立
総
合
体
育
館
中
会
議
室

（
中
区
基
町
）
に
て
、『
令
和
元
年
度
商
工

会
監
事
研
修
会
』
を
開
催
し
、
当
日
は
各

商
工
会
の
監
事
38
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
『
経
営
発
達
支
援
事
業
の
成
果

を
上
げ
る
実
施
体
制
の
構
築
に
向
け
て
』

と
題
し
、
県
連
経
営
発
達
支
援
事
業
サ

ポ
ー
ト
室
の
松
岡
室
長
が
受
託
事
業
・
地

域
振
興
事
業
の
評
価
実
施
要
領
（
案
）
を

基
に
「
商
工
会
の
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で

経
営
発
達
支
援
事
業
を
着
実
に
遂
行
し
成

果
を
あ
げ
て
行
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
受
託
事
業
等
の
見
直
し
が
不

『
令
和
元
年
度

  

商
工
会
監
事
研
修
会
』

　
　
　
　
　
　
　

  

開
催

『
令
和
元
年
度

  

商
工
会
監
事
研
修
会
』

　
　
　
　
　
　
　

  

開
催 県連

経
営
発
達
支
援
事
業
の
成
果
を
上
げ
る

実
施
体
制
の
構
築
に
向
け
て

可
欠
」
で
あ
る
と
と
も
に
、「
各
商
工
会

が
必
要
な
受
託
事
業
等
の
適
切
な
選
択
や

今
後
の
対
応
・
改
善
策
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」と
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
連
特
別
相
談
室
の
佐
々
井

参
与
と
進
藤
指
導
課
長
が
平
成
25
年
度
か

ら
実
施
し
て
き
た
商
工
会
監
査
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
本
年
度
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
特
に
、

本
年
度
は
商
工
会
支
所
業
務
等
に
着
目
し

て
監
査
を
実
施
し
、
主
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目

と
し
て
『
現
金
・
通
帳
・
銀
行
印
等
の
管

理
状
況
』、『
機
密
書
類
（
Ｐ
Ｃ
等
の
デ
ー

タ
情
報
含
む
）
の
管
理
体
制
』、『
支
所
職

員
へ
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
』
に
係
る
気
付

き
等
に
触
れ
、「
特
に
、
支
所
配
置
職
員

に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
現
場
の
意
見
が
聞
け
、
有

意
義
で
あ
っ
た
」こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

軽快なトークで参加者を魅了した松本氏

防災の心構えを伝えた野村氏
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『商工会法施行60周年記念
  商工会広島県大会』開催
　令和２年度は、商工会法施行60周年の年であ
り、記念事業を予定しています。
・大会スローガン：
　「『原点・挑戦・夢・実現』～さあ、もう一歩前へ！
　やってみましょう！」
・開催日：令和２年１０月１７日㈯　13:00～
・場　所：広島国際会議場フェニックスホール
・想定参加者数：1,000人
・内　容：

　　記念式典

　　主張発表（青年部・女性部）、経営支援事例
　　発表（経営指導員）

　　記念講演会
　　「自分の可能性を求めて」
　　成田真由美氏（パラリンピック金メダリスト）
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全国商工会会員福祉共済

あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

商工会の福祉共済

「病気」の
補 償

トータル
「がん」補償

シンプル
「がん」補償

「けが」の
補 償

13万人以上の
皆様にご利用

いただいています
「生命」の

保 障

福商
福 商

商
福

福 福商

お申込みはご加入の商工会まで
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